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秋から春にかけての窒素施肥量，

施肥配分とチモシーの 1番草生育

松中照夫(根釧農試)

採草利用のチモシー草地の l番草収量は，有穂茎数を多数確保して l茎重を増大させる ζ とで増加するロ

オーチヤードグラスでは，前年秋のN施肥によってl番草の有穂茎数が著しく増加するため，前年秋と早

春にNを分施する ζ とで， 1番草収量が高収となるとされている。

そこで，前年秋と早春のN施肥量，施肥配分がチモシーの 1番草収量K及ぼす影響を明らかにしようと

した。

材料および方法

供試草地:1983年に造成し， 1984年の2番草(8月25日刈取り.)まで均一栽培したチモシー(品種.

センポク)単播草地。

N施肥処理:1984年9月13日に， 10 a当たり Nとして 0，2， 4 kg施用する秋の施肥処理を設けた。越

冬後の 1005年5月10日には，前年秋のN施肥量と早春のN施肥量の合計が， 4， 8， 12kg/10 aとなるよ

うに施肥した。無窒素(-N)区も併置した。

乾物重，茎数の調査方法:越冬前(1984年10月24日)と越冬後(1985年 5月7日)には， 30仰X30cm

の枠内のチモシーを供試草地から掘り取り，全茎数を計測したのち，根ぎわから約5仰までの部分とそれ

より上の部分に分画した。以下では，前者の画分を茎基部，後者の画分を茎葉部と呼び，両画分を含める

場合には地上部と呼ぶ。早春施肥後は，チモシーの幼穂形成がほぼ終了する 6月3日(以下では，幼穂形

成終期と呼ぶ)と穂揃期となった 6月29日l乙30cmx30仰の枠内の茎数を計測した後，地上約 5cmでメI取り，

茎葉部を収穫した。以上の調査は，いずれも 3反復で実施した。

結果

1 )越冬前後のチモシーの乾物重，全茎数および地上部N含有量と土壌中の無機態N含量

Nが施肥された区の越冬前の茎葉部乾物重は， -N区より明らかに増加した(表 1)。しかし， N施肥

表l 越冬前後の画分別乾物重，全茎数，地上部N含有量および土壌の無機態N含量

秋 の 乾物重 (kg/10α) 全茎数地上部* 無機態N料含量 (7噌/100 9 ) 

調査時期 N施肥量 N含有量
(kg/10a) 茎葉部茎基部地上部* (本/ぽ) (kg/10a) 0 "'5仰向 5"'10明 10"'15伺

越冬別 。 48 67 115 1，680 1.9 0.6 0.5 o. 8 

(1984年 2 92 76 168 1，990 3.0 0.5 o. 5 o. 7 

10月24日) 4 87 72 159 1，890 3. 2 0.5 o. 5 o. 8 

越冬後 。 8 30 38 1，220 1.4 o. 7 o. 6 o. 6 

(1985年 2 12 36 48 1，640 1.8 0.7 0.6 0.8 

5月7日) 4 20 46 66 1， 750 2.4 0.6 O. 6 O. 7 

*茎葉部と茎基部の合計量， **N H4-NとN03-Nの合計量，紳*土壌層位。
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量の差異は明りょうでない。茎基部乾物重，全茎数，さらに地上部N含有量についても同様であった。越

冬後の早春施肥前における各画分の乾物重，全茎数および地上部N含有量は，どの処理区も越冬前より著

しく減少した(表 1)。しかし越冬前と異なり，前年秋のN施肥量が多い区ほど各画分の乾物重，全茎数

および地上部N含有量が増加した。

土壌中の無機態N(NH4- N + N03- N )含量は，越冬前後とも -N区と Nが施肥された各区との聞に

差異が認められなかった(表 1)。

2 )早春施肥後の茎葉部乾物重と l番草刈取り時の有穂茎数

幼穂形成終期における茎葉部乾物重は，前年秋と早春のN施肥量の合計量(以下では合計N施肥量と略)

が4kg/lO aの場合には i早春のN施肥量が多いほど増加した(図 1)。合計N施肥量が8kg/lO aでは，
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幼穂形成終期(6月3日)と 1番草刈取り時(6月29日)

陀おける茎葉部乾物重および有穂茎数

図1

茎葉部乾物重の処理間差はなかった。合計N施肥量が12kg/l0aになると，前年秋のN施肥量が多いほど

茎葉部乾物重が増加した。すなわち，合計N施肥量が8kg/lO aまでの場合には，前年秋と早春ICNを分

施した区の茎葉部乾物重が，早春に全量施肥した区(前年秋のN施肥量がokg/lO aの区)の茎葉部乾物

重より明らかに増加することはなかった。

1番草刈取り時の茎葉部乾物重，すなわち l番草収量は，合計N施肥量が多いほど増加し，合計N施肥

量が同じなら，早春に全量施肥するほうが前年秋と早春KNを分施するより増加した(図 1)。乙の傾向

は合計N施肥量が8kg/lO aまでの場合に明らかであった。有穂茎数も上述した 1番草収量と全く同様の

傾向を示した(図1)。

3 )早春施肥後の茎葉部N含有量

1番草収量に大きな影響を及ぼす有穂茎数は，幼穂形成終期までの茎葉部N含有量が多いほど増加する

乙とをすでに報告した。その幼穂形成終期における茎葉部N含有量は，合計N施肥量が多いほど増加し，

合計N施肥量が8kg/l0 aまでは，前年秋と早春ICNを分施するより早春に全量施肥するほうが増加した

(表2)。合計N施肥量が12kg/1Oaの場合でも，前年秋 4kg/l0 a早春 8kg/lO a区の茎葉部N含有量

「
円
U

4
E
P
4
!
 

っム



J. Hokkaido Grassl. Sci. 21 214 -216 ( 1987) 

が，早春に全量施肥した区よりわずかに上回ったにすぎない。

したがって，乙の時点の茎葉部N含有量を増加させて有穂茎

数を多数確保するためには，早春に全量施肥することが効果

的であると思われた。

1番草刈取り時の茎葉部N含有量は，合計N施肥量が多い

ほど増加し，合計N施肥量が同じ場合には，早春のN施肥量

に対応して増加する傾向が認められた(表 2)。

以上の結果から， 1番草に対する合計N施肥量が多いほど，

l番草刈取り時の有穂茎数が増加するため 1番草収量が高収

となり，また合計N施肥量が同じなら，前年秋と早春に分施

するより早春に全量施肥するほうが， 1番草収量をより増加

させる乙とが明らかとなった。

考察

表2 早春施肥後の茎葉部N含有量

( kg/lO a ) 

N 施肥量
去擁罪減* 1番車料

(kg/lO a ) 

前 年 秋 早 春 合 計
終 期刈取り時

o 0 0 O. 8 1. 7 

4 0 4 1. 4 3.3 

2 2 4 1. 9 4. 4 

o 4 4 3. 1 4. 7 

4 4 8 2. 9 7.0 

2 6 8 3.4 5.9 

o 8 8 3.7 7.6 

4 8 12 6. 3 12. 1 

2 

0 

10 12 5. 8 

12 12 6. 0 

15.5 

15.0 

* 1985年6月3日，料1985年6月29日

本試験では，乙れまで指摘されているオーチヤードグラスでの結果とは異なり，前年秋と早春にNを分

施するより早春に全量施肥するほうが， 1番草の有穂茎数が増加し，収量も増加した。したがって，チモ

シーの1番草に対する前年秋のN施肥は，必ずしも必要でないと思われ7らこの理由は，以下のように考えられる。

本試験結果によればr前年秋のN施肥量にかかわらず，チモシーの地上部の一部は越冬期間中に枯れ上

がり，植物体から脱落するため，越冬後の全茎数および地上部N含有量は，越冬前より明らかに減少した。

乙れは，越冬期間中に枯死・脱落するチモシーの地上部K含有された秋施肥由来のNが，見かけ上，損失した

乙とを意味する。ただし， ζの見かけ上損失したNは，草地表層に還元される ζ とになるため，チモシー

がその l番草生育期聞に，土壌を通して再吸収する乙とが考えられる。しかし，前年秋と早春にNを分施

した区のl番草刈取り時における茎葉部N含有量は，早春K全量施肥した区より少なかった。したがって

越冬期間中に，チモシ一地上部の枯死・脱落に伴い，その地上部から損失したNが短期間でチモシーに再

吸収されるとは考えがたい。さらに，越冬後の土壌中氏残存した無機態N量は少なかった。前年の秋施肥

後にチモシーが吸収した残余のNの多くは，越冬期間中氏流亡したと思われる。

ζのような乙とから， 1番草においてチモシーが利用可能な前年の秋施肥由来N量は，越冬期間中に減

少すると考えられる。乙のため，前年秋に施肥された Nは1番草生育の早い時期に枯渇し，その後のチモ

シーの生育やN吸収は，早春のN施肥量に強く影響されたのであろう。

合計N施肥量が8kg/l0 a以下で，前年秋と早春l乙Nを分施した場合，幼穂形跡冬期における茎葉部乾

物重，さらに 1番草収量や有穂茎数が，早春全量施肥区を上回ることがなかったのは，越冬期間中に減少

した前年の秋施肥由来N量を早春のN施肥量で補いきれなかったためと思われる。

乙れまでの報告によれば，前年秋のN施肥が l番草生育に及ぼす影響は，生育初期ほど強く現れるとい

う。チモシーのように 1番草刈取り適期までの生育期間の長い草種では，もともと前年の秋施肥効果が 1

番草刈取り時にまで及ばないとも考えられる。

したがって，チモシーの l番草収量は施肥川前年秋と早春附施するより，むしろ早春の萌盟主

量施肥するほうがより増加すると指摘できる。
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